
令和７年度 女性が輝く東京農業特別支援事業

「輝く東京農業女子講座」レポート 南多摩Vol.４

北多摩南多摩西多摩区部

テーマ

講座終了後は、毎回恒例の交流会を実施しました。今回は初参加の方に加え、南多摩地域以外からの参加者の方も多く、地域を越えた情

報交換や各地域講座で学んだことの共有などが活発に行われました。会場は終始にぎやかな雰囲気でした。

参加者からは、講座を受けての前向きな感想や、講座を通じた交流の広がりを実感できる意見が寄せられました。

実践的な内容と、すぐに現場で活かせる学びが多い講座を開催しておりますので、ぜひご参加ください。お待ちしております。

参加者の声① 参加者の声② 参加者の声③

「将来、作付計画を考える時に、売上

目標を設定してから、細かな計画を

立てようと思った。また、業者さんと

の信頼関係を改めて大事にする。」 30代

「ハイレベルな講義でした。活かして

いきたいものばかりで、実にみのり

ある一日でした。学習意欲が高まり

ました。ありがとうございました！」

「無理のない計画を作成すること

に活かせたら良いと考えました。

講座を通して、自身の課題がよく

見えました。」

「実践している農家から学ぶ！売るための作付計画と販売計画の作り方～」

販路の開拓と継続的な販売計画とともに、販売計画と連携した作付計画の作り方を実践している農家か
ら学ぶ。また、共同出荷をするにあたってのグループ形成についても紹介する。

関ファーム
Neighbor‘ｓ Ｆａｒｍ
うちで農園

第４回南多摩地域講座が、2025年１２月１８日（木）に富士森体育館で開催され、

女性農業者を中心に、２６名（男性、後日動画視聴希望者含む）が参加しました。

今回は「実践している農家から学ぶ！売るための作付計画と販売計画の作り方」。

関ファーム 代表 関 健一氏、Neighbor‘ｓ Ｆａｒｍ 代表 梅村 桂氏、うちで農園

農園長 小勝 正太郎氏より、実体験をもとに、作付・出荷・販売を一体で考える計

画づくりのポイントが紹介されました。後半はワークショップを行い、生産と販売

をつなげて考える視点を実践的に学ぶ講座となりました。

■ 第１部 作付から出荷、販売をつなぐ計画作りの重要性

講師から経営の転機となった経験が紹介されました。思うように

売上が伸びなかったこと、人件費や雇用判断に迷った経験などを

通して、作付・出荷・販売を別々に考えるのではなく、予めつなげて

計画する必要性に気づいた経緯が語られました。「作れるものを作

る」から「売り先を見据えて作る」へ転換したことで、収入の安定や

労働時間の適正化につながった事例も共有されました。参加者か

らは、「労働時間まで含めて考えたことはなかった」「忙しさに追わ

れていたが、一度立ち止まって見直したい」との声が聞かれました。

■ 第２部 作付計画と販売計画を作ってみよう

参加者は当初「難しい」と手が止まる場面も見られましたが、講師

からの具体的なアドバイスやグループ内での意見交換を通じて、

徐々に考え方を整理していきました。年間収量や販売先などを書

き出していくことで、「なんとなく」の計画が具体化され、生産と販

売をつなげて考えるプロセスを体感する時間となりました。参加者

からは、「数字にすると課題が見えた」「自分の経営でも一度シミュ

レーションしてみたい」といった声が聞かれました。
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